
5組10名様
に

プレゼン
ト

ご希望の方はハガキに「ヘリテイ
ジ宿泊券」と明記し、右下の応

募券を必ず貼付、郵便番号、住所、
氏名、年齢、電話番号、職業、購読
中の中央紙（朝日、読売、毎日、東
京、産経等）、あなたの身近なまち
の話題等を明記の上「〒357-0035 
飯能市柳町12-10」文化新聞社編集
部プレゼント係まで。締め切りは１
月31日（当日消印有効）。当選者へ
は本紙にて発表の上、宿泊券を発送
します。３月下旬までにお使いく
ださい。予約時には「文化新聞
読者プレゼント」と伝えて
ください。問い合わせは
ホテル・ヘリテイジ飯
能sta.（飯能市仲町
11-21、975・
1313）まで。 応募

券第245弾
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※コピー不可 宿泊券245

ホテル・ヘリテイジ飯能sta. 提供

ツインルームA
1泊宿泊券

飯能駅ステーション駅ビル内
「ホテル・ヘリテイジ飯能sta.」
提供。37.8平方メートルの開放
的な空間と窓から見える飯能の
景色を存分に満喫できるバルコ
ニー。ワイドサイズのベッドで
ゆったりとくつろげます。

読者
プレゼント
第245弾

１万6000円相当

読者
プレゼント
第246弾

ご希望の方はハガキに「初しぼり希望」と明記し、右下の応募券を必ず貼付、郵
便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、職業、購読中の中央紙（朝日、読売、

毎日、東京、産経等）、あなたの身近なまちの話題等を明記の上「〒357-
0035飯能市柳町12-10」文化新聞社編集部プレゼント係まで。締め切り
は１月31日（当日消印有効）。当選者は本紙発表の上、引き換えハガ
キを発送します。長澤酒造にて賞品とお引き換え下さい。 応募

券第246弾
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※コピー不可 初しぼり246

長澤酒造 提供　 10名様に
プレゼント高麗王初しぼり

　高麗川のほとり、良質な水と自然に恵まれた地に1844年に
創業し、今年で170年目を迎える長澤酒造（日高市北平沢335）
が醸すしぼりたての新酒を詰めた「高麗王初しぼり」は、華やか
な香りとすっきりとした口あたりが特徴。開運出世の酒として
も人気を集めています。

720ml 

1.8リットル 2,310円、720ミリリットル1,155円で販売中

文化俳壇・歌壇・柳壇投句先は
次のとおりです。
官製はがきの裏面に投句（５句）、住所、氏名
（ペンネーム）、電話番号を明記。
はがきは１人１枚。毎月15日締め切り。

 文化俳壇投句先
　　〒357-0021　飯能市双柳510
　文化俳壇事務局・森泉双輪（℡972-3736）

 文化柳壇投句先
　　〒357-0044　飯能市川寺169-10
　文化柳壇事務局・内田雪彦（℡972-6380）

 文化歌壇投句先
　　〒357－0044　飯能市川寺490－１　
　文化歌壇事務局・浅見美紗子（℡972-7588）

飯
能
を
訪
れ
た
文
化
人
⑮

浅
見
　
徳
男 

（
北
川
）

自社の顔。帳票・伝票・封筒・名刺等事務用品印刷
既製の帳票類では使い難くありませんか？ 御社の作業項目に合わせたオリジナルを作成いたします。

印刷事業担当 info@bunkashinbun.co.jp 部数/1,000部　スミ一色印刷
総予算（税別）8,500円〜

［長3封筒］部数/100部　4色印刷
2,000円（税別）〜

［名刺］〒357-0035 飯能市柳町12-10

（株）文化新聞社 印刷事業部  ☎042-973-2525まずはお電話、メールでお問い合せください。

21(火 )

☎ 042-974-3611

番　 組　 表

ここ !

デジタル

11ch
HD

 7:00　玉手箱◇飯能市役所◇CS◇早起き

 8:00　ＱＶＣ
 9:00  飯能市役所◇パブアク
   25　ごきげん体操◇助手席他◇お知らせ
   30　街ｺﾛﾝﾌﾞｽ◇玉手箱
10:00　報道◇彩の国◇お知らせ◇特集
11:00　ＱＶＣ　
12:00　川越 CATV◇パブアク◇お知らせ
13:00　ショップチャンネル
14:00　飯能市役所◇楽しくボナペティ
   25　ごきげん体操◇お知らせ
   30　街コロ◇玉手箱
15:00　ショップチャンネル
16:00　入間 CATV　45 ゆずの里 CATV
17:00　ｽﾍﾟｼｬﾜﾐｭｰｼﾞｯｸ◇ZAQ◇烈風
18:00　狭山 CATV
19:00　街ｺﾛﾝﾌﾞｽ◇玉手箱
   30　ごきげん体操　35 だべり喫茶
20:00　飯能市役所◇楽しくボナペティ
　　　 助手席 他
　 30　報道・経済特集◇彩の国
21:00　ｽﾍﾟｼｬﾜﾐｭｰｼﾞｯｸ◇ZAQ◇お知らせ
22:00　飯能市役所◇パブアク◇助手席 他　
   30　街ｺﾛﾝﾌﾞｽ◇玉手箱
23:00　報道◇彩の国◇お知らせ◇特集

今日のイチオシ！
*  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  * 
【飯能日高街コロンブス】
日高市田波目の“カフェジュリアン”を
紹介します

彩の国工場指定のプレートを持つ
藤原部長

指
定
式
に
出
席
し
、
上
田
知
事
に
説
明
す
る
坪
根
社
長

特選を受賞した3人（１人欠席）入選の８人

（第三種郵便物認可）� （２）

購読中の新聞を切り替えますと、文化新聞の宅配が止まってしまうことがあります。朝日、読売、毎日、サンケイ、東京等の各紙のご購読を変更した場合は、変更後の販売店へ文化購読のご契約もあわせてお願いいたします。（株）文化新聞社

文 化 新 聞2014年（平成26年）第１８７５９号 1月21日　火曜日

　

し
か
し
、
渡
米
後
も
度
々
帰

国
し
て
、
名
古
屋（
白
木
の
出

身
地
）で
展
覧
会
を
催
し
た
り
、

38
年
に
は
、
石
川
信
雄
と
白
木

夫
妻
で
北
海
道
旅
行
を
し
た
り

し
て
、
平
成
元
年
に
飯
能
へ
永

住
帰
国
し
た
。

　

石
川
は
早
稲
田
大
学
在
学
中

に
、
前
川
佐
美
雄
の「
短
歌
作

品
」の
創
刊
に
参
加
し
、
歌
の

道
に
入
っ
た
が
、
昭
和
12
年
に

文
芸
春
秋
社
に
入
社
し
、
雑
誌

の
編
集
を
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
応
召
さ
れ
て
中
国
大
陸
に

渡
り
、
軍
の
報
道
関
係
の
仕
事

を
し
、
そ
の
時
草
野
心
平
や
土

屋
文
明
、
加
藤
楸
邨
な
ど
と
知

り
合
い
に
な
っ
た
。

　

彼
は
飯
能
の
隣
町
豊
岡
の
大

工
場
石
川
製
糸
の
係
累
で
、
戦

争
が
終
わ
る
と
地
元
に
帰
り
、

22
年
に
は
米
軍
ジ
ョ
ン
ソ
ン
基

地
の
教
育
本
部
で
図
書
館
や
日

本
語
教
育
師
を
し
て
い
た
。
そ

し
て
、
作
歌
活
動
を
し
な
が
ら

『
飯
能
文
化
』の
発
行
に
伴
い
、

選
者
と
し
て
之
に
参
加
し
、
地

元
の
文
学
青
年
の
指
導
に
当

た
っ
て
い
た
。

　

昭
和
35
年
11
月
石
川
は
草
野

心
平
を
誘
っ
て
飯
能
へ
遊
び
に

来
て
い
る
。

　

心
平
は
昭
和
38
年
、
60
歳
に

な
り
、
体
調
へ
の
心
配
り
も

あ
っ
て
か
、
自
然
が
豊
か
で
何

よ
り
も
富
士
山
が
見
え
る
東
村

山
へ
転
居
し
て
き
た
。彼
は『
富

士
山
』と
い
う
詩
集
が
あ
る
く

ら
い
富
士
山
を
好
ん
で
い
た
。

そ
こ
で
野
菜
や
草
花
を
育
て
、

犬
や
魚
、
鳥
を
飼
い
、
穏
や
か

な
日
々
を
送
っ
て
い
た
が
、
あ

る
日
体
調
不
良
を
訴
え
、
所
沢

の
病
院
へ
通
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
ん
な
折
、
現
在
原
市
場
在

住
の
鈴
木
敬
一
さ
ん
の
奥
方
京

子
さ
ん
が
勤
務
し
て
い
た
山
中

病
院
に
彼
が
診
察
に
訪
れ
た
と

い
う
。
有
名
詩
人
で
あ
る
心
平

に
京
子
さ
ん
が
揮
毫
を
お
願
い

す
る
と
、
瑞
紙
に
次
の
文
を
書

い
て
く
れ
た
。

　

京
都
の
瀧　

桜
は
ま
だ
だ
っ

た
が　

東
京
の
染
井
吉
野
は
い

ま
が
満
開　

で
も
も
っ
と
あ
ざ

や
か
で
美
し
い　

弘
前
の
さ
く

ら
を　

は
る
か
に
想
像
し
て
い

ま
す　
　
　

１
９
６
５
年（
昭

和
40
年
）４
月
13
日　

山
中
病

院
の
控
室
に
て　

草
野
心
平

　

こ
の
よ
う
な
出
会
い
が
あ
っ

て
、
京
子
さ
ん
は
心
平
と
知
り

合
い
と
な
り
、
そ
の
後
京
子
さ

ん
は
鈴
木
敬
一
さ
ん
と
結
婚
し

て
原
市
場
に
住
む
こ
と
に
な
っ

た
。
一
方
敬
一
さ
ん
は
タ
ク

シ
ー
会
社
に
勤
め
て
い
て
、
心

平
を
お
客
さ
ん
と
し
て
も
、
奥

方
の
知
人
と
し
て
も
、
送
り
迎

え
や
地
元
竹
寺
へ
の
案
内
な
ど

を
し
た
と
い
う
。
心
平
は
何
度

か
鈴
木
家
を
訪
れ
た
ら
し
い

が
、
心
平
と
い
え
ば
カ
エ
ル
を

連
想
す
る
よ
う
に
、
多
く
の

人
に
心
平
・
カ
エ
ル
の
印
象
が

残
っ
て
い
る
。
彼
が
一
番
弟
子

の
長
谷
川
渉
に
命
じ
て
、
録
音

機
を
持
た
せ
鈴
木
家
を
訪
問
さ

せ
、
家
の
傍
ら
を
流
れ
る
名
栗

川
の
カ
エ
ル
の
声
を
録
音
さ
せ

た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
中
々
う

　

飯
能
市
阿
須
に
あ
る（
株
）

オ
ー
ク
ソ
ニ
ッ
ク（
坪
根
泉
代

表
取
締
役
）が
こ
の
ほ
ど
、「
彩

の
国
工
場
」の
指
定
を
受
け
た
。

彩
の
国
工
場
は
、
働
く
人
や
地

域
に
密
着
し
た
様
々
な
社
会
貢

献
に
取
り
組
む「
地
域
に
愛
さ

れ
る
工
場
づ
く
り
」を
広
め
、

地
域
や
社
会
と
の
交
流
、
よ
り

良
い
工
場
環
境
づ
く
り
を
目
指

酒
造（
株
）（
清
酒
、
手
作
り
奈

良
漬
）＝
川
寺
＝
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
名
栗
カ
ヌ
ー

工
房（
カ
ヌ
ー

製
作
・
販
売
）

＝
下
名
栗
＝
▽

加
藤
木
材
工
業

（
株
）（
木
製
家

具
、
木
製
パ
ネ

ル
）＝
笠
縫
＝

▽（
株
）
サ
カ

モ
ト（
木
製
ド

ア
、
木
製
オ
ー

ダ
ー
家
具
）＝

山
手
町
＝
▽

（
有
）天
ヶ
瀬
工

業（
フ
レ
ー
ム

加
工
、
製
缶
板

金
）＝
赤
沢
＝

▽（
株
）サ
イ
ン

ア
ー
テ
ッ
ク

（
大
型
広
告
幕
）

＝
中
藤
下
郷
＝

▽
飯
能
精
密
工
業（
株
）（
精
密

金
属
プ
レ
ス
製
品
）＝
芦
苅
場

＝
▽（
株
）ト
コ
ウ（
金
属
製
品

焼
付
塗
装
・
木
工
品
塗
装
）＝

落
合
＝
▽
島
田
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業（
株
）（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

次
製
品
）＝
上
直
竹
下
分
＝
▽

新
電
元
工
業（
株
）（
パ
ワ
ー
半

導
体
・
電
源
製
品
）＝
南
町
＝

▽
デ
コ
ス
飯
能
工
場（
断
熱
材

等
）＝
大
河
原
＝
、
と
オ
ー
ク

ソ
ニ
ッ
ク
は
15
か
所
目
と
な

る
。

　

オ
ー
ク
ソ
ニ
ッ
ク
は
超
音
波

探
触
子
専
門
の
製
造
販
売
会
社

と
し
て
平
成
６
年
創
業
。
医
療

用
の
超
音
波
診
断
装
置
や
皮
下

す
た
め
、
県
知
事
が「
豊
か
な

彩
の
国
」づ
く
り
の
協
力
者
と

し
て
企
業
や
団
体
な
ど
を
指
定

す
る
も
の
。
平
成
６
年
度
か
ら

平
成
６
年
度
か
ら
の
制
度
で
、

県
内
で
は
５
１
５
社
が
指
定
済

み
。

　

飯
能
市
で
は
、
▽（
協
）フ
ォ

レ
ス
ト
西
川（
木
造
住
宅
構
造

材
）＝
芦
苅
場
＝
▽（
株
）椿
本

チ
エ
イ
ン
埼
玉
工
場（
タ
イ
ミ

ン
グ
チ
ェ
ー
ン
、
搬
送
・
仕
分

装
置
）＝
新
光
＝
▽（
株
）プ
レ

コ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
観
賞

用
ガ
ラ
ス
水
槽
、
木
製
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
）＝
川
寺
＝
▽
五
十
嵐

　

飯
能
市
の
郷
土
館
入
口
の
展

示
台
に
は
、
月
替
わ
り
で
収
蔵

資
料
を
展
示
す
る「
今
月
の
一

品
」コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
毎
月
、
時
期
に
ふ
さ
わ

し
い「
一
品
」（
逸
品
）を
展
示

し
、
紹
介
し
て
い
る
。
本
紙
で

は
毎
月「
一
品
」を
掲
載
し
て
い

く
。

　
　
　

◇

　

こ
れ
は
、
大
正
13（
１
９
２

４
）年
６
月
14
日
か
ら
16
日
ま

で
天
覧
山
下
に
あ
っ
た
琴
風
亭

で
開
催
さ
れ
た
、
飯
能
町
楽
影

会
に
よ
る
写
真
展
覧
会
の
目
録

で
す
。
飯
能
町
に
写
真
館
が
で

き
た
の
は
明
治
19（
１
８
８
６
）

年
で
す
が
、既
に
こ
の
頃
に
は
、

写
真
撮
影
を
趣
味
と
す
る
サ
ー

ク
ル
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

で
行
わ
れ
た
。受
賞
者
12
人（
特

選
４
人
・
入
選
８
人
）は
大
久

保
勝
市
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品

脂
肪
測
定
な
ど
の
健
康
機
器
に

使
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
工
業

用
超
音
波
探
傷
器
、
超
音
波
セ

ン
サ
ー
な
ど
を
主
に
取
り
扱

う
。
設
計
か
ら
開
発
ま
で
一
貫

し
て
手
掛
け
て
お
り
、
顧
客
か

ら
の
信
頼
も
厚
い
。

　

彩
の
国
工
場
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
同
社
技
術
開
発

　

飯
能
市
主
催
の
平
成
25
年
度

水
道
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
が
市
役
所
市
長
応
接
室

ま
く
い
か
ず
、
あ
る
日
、
偶
然

に
も
録
音
機
の
す
ぐ
傍
ら
で
啼

い
た
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
、
で

き
ば
え
の
よ
い
録
音
が
成
功

し
、心
平
に
喜
ば
れ
た
と
い
う
。

心
平
の
カ
エ
ル
の
詩
で
、
あ
の

擬
音
の
い
く
つ
か
は
名
栗
川
の

カ
エ
ル
か
も
し
れ
な
い
。

　

昭
和
42
年
正
月
、
飯
能
市
主

宰
の
成
人
式
に
招
か
れ
た
心
平

は
公
会
堂
で
講
演
し
た
あ
と
国

民
宿
舎
覧
山
荘
で「
四
如
春　

心
平
」の
書
を
揮
毫
し
、
現
在

市
立
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い

る
。
石
川
と
の
飯
能
清
遊
が
飯

能
を
訪
れ
た
最
初
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
石
川
は
謂
わ
ば
地

元
の
人
で
、
そ
こ
を
案
内
し
た

の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
同
じ

詩
人
同
士
で
あ
る
蔵
原
を
紹
介

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
当
時

石
川
は
飯
能
で
も
文
芸
活
動
を

盛
ん
に
行
い
、
36
年
５
月
に
は

歌
誌『
宇
宙
風
』を
創
刊
し
て
、

後
進
の
指
導
に
も
取
り
組
ん
で

い
た
。�

　
（
元
郷
土
館
館
長
）

を
受
け
取
っ
た
。

　

毎
年
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま

で
を
水
道
週
間
と
定
め
、
全
国

的
に
水
道
事
業
へ
の
啓
発
週
間

と
し
、
同
市
で
も
安
心
・
安
全
・

安
定
し
た
水
の
供
給
を
目
指
し

て
い
る
。

　

限
り
あ
る
水
資
源
を
大
切
に

有
効
活
用
し
、
水
道
に
関
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

市
内
在
住
・
在
学
の
小
中
学
生

を
対
象
に
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
。

水
道
水
の
美
味
し
さ
や
大
切
さ

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
70
点
の

応
募
が
あ
っ
た
。
絵
画
と
し
て

の
評
価
や
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
の

デ
ザ
イ
ン
性
な
ど
を
も
と
に
審

査
し
、
特
選
・
入
選
が
決
ま
っ

た
。

　

表
彰
式
で
は
市
水
道
事
業
管

理
者
で
も
あ
る
大
久
保
市
長
が

「
水
は
生
活
す
る
上
で
と
て
も
大

事
な
も
の
。
そ
の
大
切
さ
を
伝

え
る
素
晴
ら
し
い
ポ
ス
タ
ー
を

作
ら
れ
た
」と
講
評
し
、
受
賞

者
ら
に
賞
状
と
記
念
品
の
図
書

カ
ー
ド
を
手
渡
し
た
。
特
選
の

増
田
将
大
さ
ん（
双
柳
小
６
年
）

は
、「
手
を
洗
う
と
き
な
ど
水
を

出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
水
を
大
切
に
し
よ

う
と
感
じ
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー

で
み
ん
な
に
も
水
の
無
駄
遣
い

を
や
め
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い

き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

　

作
品
は
同
26

年
度「
水
道
週

間
」の
期
間
内

に
市
役
所
本
庁

舎
１
階
ロ
ビ
ー

で
展
示
を
行
う

ほ
か
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
掲
載

し
、
水
道
事
業

の
啓
発
に
活
用

し
て
い
く
。

　

受
賞
者
は
次

の
通
り
。
敬
称

略
。
カ
ッ
コ
内

は
学
校
名
と
学

年
。

　

▽
特
選
＝
阿
部
未
来（
加
治

小
２
年
）、
大
河
原
遥
香（
飯
能

第
一
小
３
年
）、
増
田
将
大（
双

柳
小
６
年
）、
熊
倉
凛
香（
加
治

中
１
年
）

　

▽
入
選
＝
尾
崎
聖
尚（
精
明

小
２
年
）、
多
賀
光
星（
富
士
見

小
２
年
）、
武
末
花
音（
加
治
小

２
年
）、
小
林
政
道（
吾
野
小
３

年
）、
宮
崎
愛
夢（
加
治
小
３

年
）、
土
屋
広
樹（
加
治
小
６

年
）、
早
川
風
輝（
加
治
小
６

年
）、
小
峯
ふ
た
ば（
加
治
中
２

年
）

部
の
藤
原
光
浩
部
長
は「
当
社

が
取
り
扱
っ
て
い
る
機
器
に
つ

い
て
は
、
県
内
で
も
取
り
扱
っ

て
い
る
会
社
は
あ
ま
り
な
い
。

市
民
の
方
々
に
中
々
知
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
今
回
の
指
定
を

き
っ
か
け
に
地
域
密
着
を
掲

げ
、
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
た

い
」と
話
す
。

「今月の一品」
郷

土

館 写真展覧会の目録

「
彩
の
国
工
場
」に
認
定

（株）
オ
ー
ク
ソ
ニ
ッ
ク（
阿
須
）

特
選
・
入
選
決
ま
る

�

水
道
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

超音波探触子など扱う

「水の大切さ
� 呼び掛けたい」


